
夏
休
み
中
は
、
た
く
さ
ん
の
お

友
達
が
本
を
借
り
に
来
て
く
れ

ま
し
た

今
年
の
夏
の
予
約
1
位
は
、
女

の
子
に
人
気
の
二
二
三
種

「
な

り
た
い
」
仕
事
が
く
わ
し
く
わ

か
る
。

「
ミ
ラ
ク
ル
楽
し
い

　
ハ
ッ
ピ
ー
お
仕
事
ず
か
ん
」
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会

編集発行／小林市須木庁舎地域振興課　　〒886-0192　小林市須木中原１７５７番地

TEL.0984-48-3130 FAX.0984-48-2269　ホームページ　ＰＣttp://www.city.kobayashi.lg.jp
携帯版　http://www.city.kobayashi.lg.jp/i/

　
八
月
十
日

（
土
）
に
す
き
納
涼
花
火
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

県
内
外
か
ら
約
二
万
人
の
お
客
様
が
、
祭
り
会
場

に
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
三
十
六
回
目
と
な
る
、
伝
統
あ
る
花
火

大
会
は
、
す
き
商
工
会
青
年
部
長
の
田
原
領
二
さ

ん
、
花
火
実
行
委
員
長
の
村
社
昭
嘉
さ
ん
を
中
心

に
、
す
き
む
ら
ん
ど
イ
ベ
ン
ト
部
も
協
力
し
、
開

催
に
向
け
て
、
三
ヶ
月
前
か
ら
準
備
を
行
い
ま
し

た
。

　
須
木
地
区
の
若
い
力
が
、
多
く
の
お
客
さ
ん
を

呼
び
込
み
、
美
し
い
花
火
と
大
勢
の
人
で
須
木
地

区
を
賑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
八
月
十
七
日

（
土
）
に
、
旧
鳥
田
町

小
学
校
に
て
、
鳥
田
町
活
性
化
委
員
会

の
主
催
に
よ
る
、
鳥
田
町
地
区
納
涼
夏

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
約
三
百
人
の
来
場
者
が
集

ま
り
、
猟
友
会
の
シ
カ
肉
の
振
る
舞
い

や
各
地
区
の
出
店
、
名
物
と
な
っ
た
須

木
弁
コ
ン
ト
や
魚
の
つ
か
み
取
り
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
と
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

で
会
場
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

＊
貸
出
中
の
図
書
は
予
約
で
き

ま
す
＊

【
お
問
合
せ
】

須
木
分
館

　
 
 
☎
四
八

‐
二
九
五
四



　

　
七
月
三
十
日

（
火
）
に
、
も
み
じ
の
里
づ
く

り
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
景
観
整
備

を
目
指
し
た
、
道
路
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
実
行
委
員
会
が
掲
げ
る
、

も
み
じ
の
里
づ
く
り
に
向
け
て
、
ま
ず
自
分
た

ち
で
、
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
話
合
い

が
行
わ
れ
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
中
河
間
地
区
か
ら
夏
木
地
区
に
か

け
て
の
県
道
沿
い
、
九
瀬
地
区
方
面
の
夏
木
・

九
瀬
線
沿
い
の
枝
の
伐
採
作
業
と
、
歩
道
の
土

砂
取
り
除
き
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
夏
木
政
和
さ
ん
は
、

「
極
力

予
算
を
使
わ
ず
、
自
分
た
ち
の
力
で
出
来
る
こ

と
は
、
自
分
た
ち
で
率
先
し
て
や
っ
て
い
き
ま

す
。
」
と
須
木
地
区
の
景
観
整
備
へ
の
決
意
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
も
み
じ
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
の
実
施
予
定
地
区
を
中
心
に
、
協
議
を
重

ね
て
、
地
区
整
備
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

　
七
月
二
十
八
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
西
諸
支

部
操
法
競
技
に
、
第
五
分
団
第
二
部

（
夏
木
）
と
第

七
分
団
第
五
部

（
奈
佐
木
）
が
、
小
林
地
区
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
支
部
大
会
当
日
は
、
操
法
員
、
団
員
共
に
気
合
い

の
入
っ
た
表
情
で
、
多
く
の
方
が
見
守
る
中
、
競
技

に
臨
み
ま
し
た
。

　
各
支
部
代
表
の
集
ま
る
レ
ベ
ル
の
高
い
操
法
競
技

が
披
露
さ
れ
る
中
で
、
見
事
に
第
五
部

（
奈
佐
木
）

が
優
勝
、
僅
差
で
惜
し
く
も
第
二
部
が
三
位
と
、
五

月
か
ら
続
い
た
、
連
日
連
夜
の
練
習
の
成
果
を
見
事

に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
来
年
か
ら
一
部

（
九
瀬
）
と
の
合
併

が
決
定
し
て
お
り
、
須
木
地
区
伝
統
の
二
部
の
看
板

を
有
終
の
美
で
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
団
員
及
び
幹
部
の
皆
様
、
本
当
に
長
く
続
い
た
訓

練
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　今年は、蜂の被害が多く見受けられます。蜂
は秋にかけて営巣活動が活発になり、これから
も多くの被害が予想されます。
　特に誰も住んでいない空き家や小屋等に、蜂
の巣があり、近所の方に被害が出てしまう事も
あるようです。
　日本では年間20人ほどが、蜂毒アレルギーの
「アナフィラキシーショック」で命を落として
います。
　万が一、被害に遭われた方は診療所等で適正
な処置をすることをおすすめします。

　蜂の巣の駆除については、土地の所有者、管
理者の方にお願いしています。
　また、市では駆除事業者の紹介等は行ってい
ますが、駆除費用については依頼者負担となる
ため、十分に打ち合わせをしたうえで依頼して
ください。

問い合わせ先
本　庁　生活環境課　　２３－８１２２

　今年は、千年に一度の猛暑の年とも言われており、熱中症による救急搬送が全国的に相次いでいま
す。熱中症は誰にでも発症する危険性があり、重症化すると生命に危険が及ぶこともあるようです。
正しい予防法を知って、体調の変化に気をつけましょう！

【熱中症になぜなるのか】
　熱中症は室温や気温が高い場所に長時間いることにより、体内の塩分バランスが崩れたり、体内の
調整機能がコントロール出来なくなる障害（めまい、けいれん、頭痛）の総称です。別名で日射病、
熱射病と言われ、暑さに慣れていない人が発症しやすい傾向があり、特に次のような日は熱中症の注
意が必要です。

１．気温が高い。　２．湿度が高い。　３．風が弱い。　４．急に暑くなった。

【予防のポイント】
　日陰を選んで歩いたり、帽子をかぶる、日傘をさすなどして暑さを避けることが最も大切です。の
どが渇く前にこまめに水分補給をおこないましょう。
　風邪などで発熱している人、下痢などで脱水状態の人、心肺機能や腎機能が低下している人は熱中
症に陥りやすいので注意が必要です。
　高齢者と幼児は特に注意しましょう。
（高齢者の注意点）
１．のどが渇かなくても水分補給をすること。
２．部屋の温度をこまめに測り、適温を維持すること。（寝たきりの高齢者は注意してください）
（幼児は特に注意が必要です）
　気温が高い日に、散歩などをする場合、身長の低い幼児は大人よりも危険な状態にあります。晴天
時には地面に近いほど気温が高く、２度～３度気温が変わります。
　大人が暑いと感じているときは、幼児はさらに高温の環境にいることになります。

【熱中症になってしまった時の対処法】
１．涼しい日陰やクーラーの効いた室内などに移動し、衣類をゆるめて体を冷やします。
２．水分を補給（スポーツドリンクなどを少しずつ何回にも分けて補給します。）
３．皮膚の血管に近い場所を氷等で集中的に冷やす。氷が無い場合は、水かアルコールをかけて送風
を送ります。
４．意識が無い場合には、水分補給は厳禁。横に寝かせ嘔吐物を取り除いてやります。

　8月8日（木）に、須木小学校の児童が
各地区の公民館に、登校訓練を行いまし
た。
　夏木地区、中河間地区、原地区につい
ては、防災訓練をあわせて実施し、消火
器の使い方や、消防車の説明を行いまし
た。

　耕耘機の無い時代、牛馬車
を当時使用していました。
　その当時に発行されていた
標識を、懐かしい想い出とし
て、麓の前田フヂ子さんが桑
原俊光さんに譲渡され、桑原
さんが今回提供してくれまし
たので、紹介します。

　8月20日（火）、小野湖周辺に約40匹のキ
ジの放鳥が行われました。
　放鳥されたキジは、生後120日経過したオ
スとメスで、足環がついており、狩猟で捕
獲された場合は報告する仕組みになってい
ます。
　キジは1947年（昭和22年）に日本の国鳥
に指定され、メスは母性本能が強くヒナを
連れて歩く様子が「家族の和」を象徴して
いるからだといわれています。


